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高山の新 Lい玄関□ 高山駅西□ (白 山口)

平成28年 10月 2日 から供用が開始され

た、新しい高山駅。新設された西口 (白山口)

と自由通路 (匠通り)に より、駅の東西が結

ばれました。

現在、東口前の整備が行われている為、送

迎の一般車両は西ロヘ案内され、ホテルや旅

館の送迎バスも西口でお客様を待ち受けま丸

今後、西口周辺での開発整備が進み、高

山の玄関国としての顔が出来上がって行く事

が期待されま丸

昨
年
十

一
月
、
高
山
祭
の
祭

屋
台
行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
今
年
四
月
に

は
五
十
五
年
ぶ
り
と
い
う
山

王

・
八
幡
両
祭
の
祭
屋
台
の
総
引
き
揃
え

が
あ

っ
た
。
見
事
な
も
の
だ

っ
た
。
▼
こ

の
た
び
山

・
鉾

。
屋
台
行
事
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
登
録
さ
れ
た
の
は
、
青
森
県
か
ら
熊

本
県
に
至
る
十
八
府
県
の
三
十
三
件
。
山
・

鉾

・
屋
台
等
は
、
祭
に
よ
っ
て
そ
の
形
も

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
高
山

祭
の
祭
屋
台
が
、
均
整
の
と
れ
た
美
し
い

形
、
鋳

・
彫
刻

。
漆

。
染
織
等
の
飾
り
の

見
事
さ
で
ピ
カ

一
で
な
い
か
と
思
う
の
だ

が
、
ひ
い
き
目
で
あ
ろ
う
か
▼
屋
台
は
屋

台
組
の
も
の
な
の
だ
が
、
昔
か
ら

一
般
市

民
も
身
近
な
宝
物
と
し
て
誇
ら
し
く
見
て

き
た
。
し
か
し
今
、
曳
き
出
さ
れ
る
屋
台

の
華
や
か
さ
と
は
別
に
、
一
つ
の
懸
念
が

広
が
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
屋
台
の

社
会
に
も
や
っ
て
き
て
、
担
い
手
の
不
足

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
屋
台
組
の
人
た

ち
は
誇
り
を
も
っ
て
屋
台
を
守
っ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は

一
般
市
民
も
屋

台
の
こ
と
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

日
が
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
▼
南
地
区

に
も
琴
高
台
組

（本
町

一
丁
目
）
の
琴
高

台
、
青
龍
台
組

（川
原
町
）
の
青
龍
台
の

二
つ
の
屋
台
が
あ
る
。
　
　
（信
　
由
樹
）
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三
年
目
を
迎
え
て

み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

黒

田

久
美
子

平
成
二
十
九
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
総
会
が
去
る
四

月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
多
数

の
出
席
を
頂
き
た
く
さ
ん
の
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
承
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
役
員

一
同
精
力
的
に
執
行
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
て
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
地
域
全
体

に
根
付
い
て
い
る
と
は
言
え
ず
大
半
の
方

が
知
ら
な
い
と
い
う
現
実
で
す
。
で
も
地

域
は
日
々
動
い
て
い
ま
す
。
市
よ
り
支
援

を
受
け
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
な
い
と
運
営
出
来

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
協
に
な
っ
て
負
担
が
増
え
た
な
ど

の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
ま
す
。

ご
負
担
は
あ
り
ま
す
が
地
域
皆
様
の
お
力

を
お
借
り
し
て
、
フ」
の
ま
ち

「み
な
み
地
区
」

を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
み

な
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
に
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
意
見
を

い
た
だ
き
、
皆
様
と
共
に
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教養講座やスポーツ教室等
を開催します。

社
会
教
育
部
長

水

野

干
恵
子

今
年
度
社
会
教
育

部
長
を
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

彗i条よヘギ}:ミ ミ、暴狂 l寺 _

地
域
づ
く
り
部
長

三

尾

尚

之

か
つ
て
の
町
内
要

望
が
情
報
提
供
と
変

わ
り
、
み
な
み
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
る
事
に

よ
っ
て
、
地
域
の
課
題
や
問
題
点
な
ど
が

少
し
づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

町
内
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は

「南
地
区
全
体

の
防
災
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、
多
数

の
方
に
出
席
し
て
頂
き
、
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

南
地
区
は
東
西
に
広
が
る
地
域
で
町
内

に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
災
害
が
違
う
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
次
の
段
階

に
進
む
防
災
訓
練
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
が
お
き
る
前
の
準
備
段

階
で
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て

い
ま
す
。
除
雪
支
援
に
つ
い
て
は
昨
年
、

初
め
て
行
い
ま
し
た
が
今
年
も
引
き
続
き

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
の
事
業
は
す
べ
て
、
町

内
会
に
関
連
す
る
事
ば
か
り
で
す
。
連
合

町
内
会
長
会
と
連
携
し
、
各
町
内
の
将
来

を
考
え
、
南
地
区
全
体
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
事

業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
社
会

教
育
部
は
教
養
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

主
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
長
寿
会
長
会
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
方
も
含
め
幅
広
い
層

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
生
涯
学
習
を
学
べ
る

様
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
好
評
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

五
月
に
バ
ス
で
丹
生
川
ひ
ろ
野
ま
で
行

き
、
好
天
の
中
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
対
象
の

「あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ

ん
講
座
」
は
地
区
を
四
ヶ
所
に
わ
け
て
行

い
ま
す
。
毎
回
人
気
の
ワ
イ
ン
講
座
は
夏

と
冬

の
二
回
。
ス
ポ
ー

ツ
関
連

で
は
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
ヨ
ガ
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
体

力
作
り
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
物
作

り
講
座
は
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
作
る
か
ご

バ
ッ
グ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
グ
ル
ー
デ

コ

（ア
ク
セ
サ
リ
ー
）
を
計
画
し
て
ま
す

が
何
か
ご
要
望
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
ま

す
。
今
年
は
め
で
た
講
座
も
予
定
し
て
ま

す
。
ま
た
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
で
は
バ
ザ
ー

と
子
ど
も
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
担
当

し
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
と
も
楽
し
み
に
し

て
い
て
下
さ
い
。
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青
少
年
部
長

田

中

育

宏

本
年
度
か
ら
み
な

み
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
青
少
年
部
長
を

引
き
受
け
ま
し
た
田
中
育
宏
と
申
し
ま

す
。
は
じ
め
て
の
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
本
年
度
の
青
少
年
部
で
は

「子
ど

も
体
験
教
室
」
「ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
に

重
き
を
お
い
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
部
の
名
の
通
り
、
ま
ず
は
子
ど
も

達
に
目
を
向
け
て
、
子
ど
も
達
の
た
め
に

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
つ
な
が
り
と
し
て

「子
ど

も
会
育
成
会
」
「子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
も
前
年
に
引
き
続
き
、
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
地
区
に
お
け
る

「ま
ち
づ
く
り
協
議

〈
ど

の
意
味
は
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

ず
は
自
分
自
身
も
こ
の
一
年
間
し
っ
か
り

と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

重
ね
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。飯

山

碩

志

福
祉
部
は
、
住
民

皆
様
の
あ
た
た
か
い

お
気
持
ち
と
、
ご
協

力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

六
つ
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
敬
老
会
の
開
催
、
九
月
の
敬
老
の
日
に
、

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

対
象
は
、
南
地
区
在
住
の
七
十
五
歳
以
上

の
方
々
で
す
。
〇

一
円
玉
募
金
、
年
二
回

行
な
う
予
定
で
す
。
昨
年
は
リ
サ
イ
ク
ル

バ
ザ
ー
収
益
金
と
合
わ
せ
、
十
六
万
円
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
ふ
れ
あ

い
文
化
祭
の
時
行
な
い
ま
す
。
今
年
も
リ

子ど/ 義財耗 :轟   菱
電「雛亀   .

サ
イ
ク
ル
用
品
の
提
供
の
ご
案
内
を

致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
④
古
布
、
ペ
ツ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
と
寄
付
、

古
布
は
老
人
介
護
施
設
へ
、
キ
ャ
ッ

プ
は

「世
界
の
子
供
達

ヘ
ワ
ク
チ
ン

を
」
の
協
会

へ
、
サ
ン
タ
の
倉
庫
を

通
じ
寄
付
致
し
ま
す
。
①
民
生
児
童

委
員
と
語
る
会
の
開
催
、
こ
れ
は
民

生
委
員
、
見
守
り
推
進
員
、
福
祉
協

議
会
、
南
地
区
町
内
会
長
の
皆
さ
ん

と
の
見
守
り
活
動
の
た
め
の
話
し
合

い
を
行
な
う
も
の
で
す
。
⑥
地
域
見

守
り
広
報
活
動
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

見
守
り
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂

く
た
め
の
活
動
で
す
。

「す
い
せ
ん
の
合
」

表
彰
さ
れ
る

過
日
行
わ
れ
た
、
高
山
市
民
憲
章
推

進
協
議
会
の
総
会
で
、
緑
ヶ
丘
町
二
丁

目

「す
い
せ
ん
の
会
」
が
長
年
の
環
境

美
化
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
す
い
せ
ん
の
花
は
六
年

間
に
渡
り
球
根
を
植
え
続
け
て
い
る

事
で
、
地
道
に
花
を
増
や
し
、
今
で
は

案
内
看
板
を
掲
げ
て

「す
い
せ
ん
ロ
ー

ド
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
期
間
限
定
で
町
内
遊
園
地

に
鯉
の
ば
り
を
揚
げ
、
夜
間
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
地
域
の
憩
い
の
場

を
創
出
す
る
取
り
組
み
も
行

っ
て
お

り
、
そ
の
姿
は
他
の
模
範
で
あ
る
と
功

績
を
た
た
え
て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

高山市民憲章推進協議会 総察
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役  職 氏  名 町 内 会

不 長 黒 田 久美子 上岡本町

副  会   長 三 枝 祥 一 八軒町 1

副   会   長 石 上   寛 天満町4

バ 計 塚 田 さち子 西 町

地 域 づ くり部 長 三 尾 尚 之 緑ケ丘町2

広 報 部 長 神 田   彰 名田町5

社 会 教 育 部 長 水 野 千恵子 西 町

青 少 年 部 長 田 中 育 宏 上岡本町

福 祉 部 長 飯 山 碩 志 川原町

事 務 局 長 宮 岡   宏 松原町

魔
事 河 渡 正 暁 昭栄町

ヒ
事 岩 島 秀 喜 西 町

連合 町内会会長 蒲   敏 夫 緑ヶ丘町2

連 合 町 内 会 河 合 博 昭 日召禾口町「1

連 合 町 内 会 川 幅 保 弘 松原町

連 合 町 内 会 石 神   徹 本町 1

連 合 町 内 会 内 木 員 一 八軒町南

連 合 町 内 会 大 西   寛 八軒町2

理

事

団 体・役 職 氏  名 町 内 会

町 内 会 長 会 河 合 博 昭 昭和町 1

町 内 会 長 会 川 幅 保 弘 松原町

町 内 会 長 会 石 神   徹 本町 1

町 内 会 長 会 内 木 員 一 八軒町南

町 内 会 長 会 大 西   寛 八軒町2

スポーツ推進委員 畑 中 良 宏 上岡本町

青少年育成推進員 浅 野 瑞 絵 日召不□圧町1

民 生 児 童 委 員 吉 野 忠 男 上岡本町

地域見守り推進員 白 川 きよ子 天満町4

長 寿 会 長 会 牛 丸 英 夫 上岡本町

南小学校 校 長 矢 嶋 美智昭

南小学校 育友会 船 坂 泰 彦 名田町5

事
務
局

役  職 氏  名

事 務 局 長 宮 岡   宏

事 務 ［貝 田 中 京 子

役  職 氏  名 町 内 会

長 蒲   敏 夫 緑ヶ丘町2

副会長 (庶務 ) 河 合 博 昭 日召和町 1

副会長 (一般会計 ) 川 幅 保 弘 松原町

理 事 (特別会計 ) 石 神   徹 本田]1

合

町

内

会

Ｅヌ
　
　
　
　
△ム

理 事 (明るし選挙) 大 西   寛 八軒町2

理 事 (記録 ) 内 木 員 一 八軒町南

会 計 監 査 角 島 正 高 名田町5

会 計 監 査 廣 田 信 幸 天満町4

平 林 英 一 川原町

岩 島 秀 喜 西 町

高 原 幸 平 八軒町 1

島 田 潤 一 天満町5。 6

水 □ 順一郎 花里町5

山 本 善 隆 花里町6

永 橋 貝」 明 名田町4

小 金 勝 美 花里町4

打 保 昭 三 昭栄町

橋 下 甚 一 上岡本町

和 泉 弘 司 中岡本町

谷 □ 敏 三 緑ヶ丘町 1

市
担
当
職
員

役  職 氏  名 町 内 会

まちづくり担当職員 松 井 文 彦 高山市役所

まちづくり担当職員 北 野 健 司 高山市役所

支 援 職 員 大 川 由里子 高山市役所

園

目

日

園

(部 長・町内会長 。自主防災委員 )

(部 長・まちづくり委員 )

(部 長・まちづくり委員・スポーツ推進委員。長寿会長 )

(部長・子ども会育成委員。青少年育成推進委員・

南小学校長・南小学校育友会長・南地区主任児童員 )

(部長。まちづくり委員。地域見守り推進員。上岡本町女性部代表)
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地
域
見
守
り
活
動
事
業

民
生

・
児
童
委
員
と
語
る
会
事
業

一
円

玉

募

金

事

業

古
布

。
キ

ャ

ッ
プ

回
収

事
業

敬

老

会

事

業

自

主

学

習

支

援

事

業

学
校
周
辺
環
境
整
備
事
業

南
小
・
南
小
育
友
会
活
動
支
援
事
業

子
ど

も
会

育

成

事

業

子
ど
も
体
験
教
室
事
業

関
連
団
体
活
動
協
力
事
業

長

寿

会

事

業

教

養

講

座

事

業

体

育

行

事

事

業

広

報

活

動

事

業

除

雪

支

援

事

業

環
境

活
動
支
援
事
業

防

災

訓

練

事

業

町

内

活

動

支

援

事

業

外

灯

補

助

事

業

地
域
で
語
ろ
う
会
事
業

文

化

祭

事

業

事

業

名

地
域
見
守
り
活
動

民
生
児
童
委
員
と
語
る
会

一
円
玉
募
金
の
実
施

古
布

。
キ
ャ
ッ
プ
回
収

敬
老
会
開
催

自
進
教
室
開
催

南
小
除
雪
等
支
援

請
演
会
等
支
援

子
ど
も
会
育
成
会

子
ど
も
体
験
教
室
開
催

育
み
の
会

。
松
倉
中
学
校
事
業
支
援

さ
く
ら
（放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
な
ど

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
講
座

教
養
講
座
の
開
催

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

広
報
紙
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

除
雪
支
援

一
斉
清
掃

み
な
み
地
区
防
災
訓
練

各
町
内
活
動
の
支
援

各
町
内
の
外
灯
電
気
料
補
助

地
域
で
語
ろ
う
会
の
開
催

み
な
み
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
の
開
催

主

な

内

容

軋
粽
軋
蝙
卵
ン
已
憚
　
　
盪ｙ
　
　
欲
輻
士

〓
〓
一̈一〓 「 ■ |   ■ .

=二,I

社会教育部

4%

青少年部
496

本部

ア%

福llL部

11%

1善鍾よ巷彗:鏡

日時 平成29年 9月 18日 (月 )敬老の日

午後12時30分

会場 高山グリーンホテル 天山の間

※町内会未加入の方で敬老会出席を希望される方は、下
記のまちづくり協議会事務局までご連絡ください。

弯3轍            鬱趙  ρ袋
日時 平成29年 10月 15日 (日 )

午前11時30分～午後3時

会場 南小学校

※出演 。出展 。参力]を を希望される方は、下記のまちづ

くり協議会事務局までご連絡ください。

※敬老会・文化祭の運営に協力いただける、ボランティア

を募つております。詳細は下記の事務局まで。

●簑賤黎筈≪礫  機〔  餘》

姦奪尋ヨモ

繰越金

雑収入  3%
2%

参力B費

4%
賛助金

4,`

会費
,01

リム幸晨音Б
4%

≡ 嬰諄

芋 壼轟駆鐵賞出

■1,11■ ■■    ‐ 穐
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●
1

鰐

ギ

鐸

ざ

ご

ギ

輩

鐸

ギ

鑑

鐵

芦

ド

バ

ギ

艦

肇

Ｆ

ボ

盛

ボ

ギ

講

みなみまちづくり協議会 定期絶会

写

南
地
区
に
は
、
芸
能

基
本
術

ス
ポ
ー
ツ
。
地
域
起
こ
し
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
に

活
動
さ
れ
て
い
る
会
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
会
を

順
次
紹
介
し
ま
す
。

南
ひ
ま
わ
り

高
山
市
発
祥
の
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
会
で
、
毎
年
高
山
市
で
開
催
さ

れ
て
い
ろ
全
国
大
会
に
第
一回
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
た
、
歴
史
の
あ
る
会
で
す
。

現
在
、
会
員
は
十
四
名
で
、
四
十
代
～

七
十
代
の
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
が
手
軽
に
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

月
二
回
、
第
二
と
第
二
四
水
曜
日
に
、

南
小
学
校
体
育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
会
員
募
集
中
で
す
。

一

クラブ紹介
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「  辣

みなみまち協今後の行事予定

29日 秋の一斉清掃

回  3日 夏のワイン講座 19日 三地区合同ボウリング大会

6日 全市一斉清掃 0南地区全体防災訓練

・ヨガ教室

・教養講座 (物作り講座)

・古布・キャップ回収

・みなみまち協だより
(第 10号配布)

籠ED 17ロ ウォーキング講座

題頸〕15日 南小教育公開日

18日 平成29年度南地区敬老会

・クシレーデコ講座

15日 第3口 みなみ′S、れあい文化祭
※写真は            ,
敬老会

炸隧 [=]里]湧」

◎検索ワードに「みなみまち協」と入力し、検索するとみなみまちづ

くり協議会のホームページとみなみまちづくり協議会のブログが

ヒットします。

③右記の∪RLを直接入力しても開けます。

◎ホームページの「お知らせ。活動報告」を

クリックするとブログヘ行きます。

◎ホームページの「情報」をクリックすると

・「みなみまちづくり協議会だより」

・カレンダー

・町内会 と表示されます。

ページ・ブログヘの掲載情報を募集しております。

こんな珍しい事があつたよなど、写真を添えて下記アドレスまで

メールでお送りください。

広報紙「みなみまち協だより」が欲しい方は、みなみまち協事務局

へおP00い合わせください。在庫には限りがございますので、対応で

きない場合はご容赦ください。

ホームページの「問い合わせ」からも投稿できます。ご意見やご

要望などは、ブログの「オーナーヘメッセージ」から送信できます。

メール minami‐machikyou@hidatakayama.ne.jp

みなみまち協

ホームページ

http:ノ /minamachikyo.sakuFa.ne.jpノ
ブログ
http:ノ ノrninamimachikyouchida‐ checom/

◎カレンダーをクリックすると、各月の行事予定が表示されます。

それぞれの予定をクリックすると、時間や場所が表示されます。
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市
地
区
街
角
散
歩
↑
）

新

谷

信

之

小
川
の
洗
い
場

（水
屋
）

昔
は
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
見
か
け
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
小
川
の
洗
い

場

（水
屋
）
。
そ
れ
が
上
岡
本
三
丁
目

の

小
絲
家
に
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
流
れ
る
小
川
は
、
苔
川
上
流
の

自
山
橋
下
手
で
取
水
し
た

「春
國
用
水
」

で
、
こ
れ
は
苔
川
の
西

一
帯
の
田
を
潤
す

灌
漑
用
水
な
の
で
あ
る
が
、
水
が
き
れ
い

な
の
で
、
洗
い
場
を
設
け
て
生
活
用
水
と

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
小
絲
家

で
は
、

現
在
の
家
は
五
十
年
ほ
ど
前
に
建
て
替
え

た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
洗
い
場

は
そ
の
と
き
す
で
に
あ
り
、
使
わ
れ
て
い

る
平
た
い
大
き
な
石
は
松
倉
石
で
松
倉
山

か
ら
引
き
出
し
て
き
た
も
の
と
い
う
。

か
つ
て
家
の
前
を
澄
ん
だ
小
川
が
流
れ

て
い
た
家
々
で
は
、
小
川
の
縁
を
幅
広
く

掘
り
下
げ
、
石
を
敷
き
詰
め
て
こ
う
し
た

洗
い
場
を
設
け
て
い
た
。
そ
れ
は
農
家
が

主
で
あ

っ
た
が
、
町
方
に
も
あ

っ
た
。
こ

と
に
五
ヶ
村
用
水
の
流
れ
る
千
島
町
や
そ

の
先
の
花
里
町
な
ど
で
は
よ
く
見
か
け
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
は
顔
を
洗

っ
た
り
、

食
器
を
洗

っ
た
り
、
野
菜
を
洗

っ
た
り
、

風
呂
水
に
使
う
な
ど
、
生
活
の
中
に
生
き

て
い
た
場
で
あ

っ
た
。
少
し
深
み
の
あ
る

洗
い
場
で
は
、
流
れ
る
残
飯
を
求
め
て
小

魚
が
寄

っ
て
き
た
り
し
て
い
た
。
洗
い
場

が
賑
や
か
と
な
る
の
は
晩
秋
で
あ

っ
た
。

川
縁
に
ハ
ク
サ
イ
や
カ
ブ
ラ
が
山
と
積
ま

れ
、
洗
い
場
で
手
際
よ
く
洗
わ
れ
て
い
っ

た
。
い
わ
ゆ
る

「菜
洗

い
」
で
あ
る
。
そ

れ
は
長
い
冬
に
備
え
て
漬
物
と
い
う
食
べ

物
を
確
保
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
生
活
の
中
に
生
き
て
き
た
洗

い
場
で
あ

っ
た
が
、
時
代
が
移

り
変
わ
る
中
、
水
質
の
悪
化
や

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
で
次
第

に
使
わ
れ
な
く
な
り
、
姿
を
消

し
て
い
っ
た
。

こ
の
洗
い
場
も
役
目
は
終
え

た
が
、
昔
と
変
ら
な
い
姿
で
今

も
水
の
流
れ
に
寄
り
添

っ
て
い

ラ（〔ン^
）

1文

1写
1真

小絲家の洗い場 (水屋 )

一 上岡本町 3丁目 ―

み
ん
な
み

０

０

南

俳

句

半
夏
雨
基
袋
増
ゆ
る
小
引
出
し

ヤ

嗚

夫

子

紐
大
き
信
玄
袋
麻
の
花

高
木
み
つ
江

合
歓
の
葉
の
両
に
合
唱
桜
桃
忌

ヤ

家

富

枝

足
場
包
む
音
梅
雨
空
へ
ひ
ろ
が
り
ぬ

池
村
と
み
子

夫
暑
か
な
み
ど
り
兄
泣
け
ば
喪
の
大
鼓

森

本

喜

息

撮
る
人
も
写
さ
薇
朱
夏
の
一一え
町

小

鳥

輝

枝

葉

月

会

狂
大
将
右
ち
損
ね
た
る
花
粉
症

妥
藤

　

桂

川
を
飛
ぶ
燕
Ｌ
、？
」
に
宿
借
る
ら
む

上
口
真
穂
子

夏
期
体
暇
夫
樹
の
人
辺
燿
へ
り

采
ワ
夫
由
紀

梅
雨
に
入
る
往
事
を
偲
ぶ
上
蔵
か
な

小

林

高

子

址
狙
ふ
少
年
の
手
の
震
へ
や
う

行
谷
健
次
印ヽ

陣
屋
句
会

元
気
で
す
と
震
へ
し
文
字
の
夏
几
升

下

渥
孝

雄

金
婚
の
手
を
摯
ぎ
た
り
春
の
五

瀬

川
章

子

空
蝉
の
向
≡
つ
に
逹
き
少
年
期

玉

口
信

哉

夜
史
か
し
の
わ
校
と
岐
の
居
る
徊
、月
か
な

保

木

信

子

残
さ
久
し
駄
某
子
屋
も
あ
り
梅
雨
寒
し

益
甲
美
昔
ハ子

梅
雨
雲
り
春
並
ぶ
谷
屋
邸

米

沢
智

子

最
初
に
、
一剛
広
報
部
長
の

新
谷
信
之
さ
ん
が
、
エハ
月
七

日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
先
日
今
号
の
原
稿
を
い
た
だ
い
て
間

も
な
い
こ
と
で
、
驚
い
て
お
り
ま
す
。

今
号
で
は
「匂
桜
」と
「南
地
区
街
角
散
歩
」

を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
い
の
り
い
た
し
ま
す
。

今
回
初
め
て
広
報
紙

「み
な
み
ま
ち
協
だ

よ
り
」
を
担
当
し
、
わ
か
ら
な
い
事
だ
ら
け

で
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
や
広
報
部
員
の
皆

さ
ん
、
事
務
局
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
、
よ

う
や
く
発
行
に
い
た
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（神
田
）


